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情報通信行政･郵政行政審議会 

郵政行政分科会（第９４回）議事録 

 

 

 

第１ 開催日時及び場所 

令和６年１０月１６日（水）１１：００～１１：２０ 

Ｗｅｂ審議による開催 

 

 

第２ 出席した委員（敬称略） 

佐々木 百合（分科会長）、谷川 史郎（分科会長代理）、実積 寿也、 

滝澤 光正、三浦 佳子 
（以上５名） 

 

第３ 出席した関係職員等 

牛山郵政行政部長、折笠郵便課長 

事務局：坂平情報流通行政局総務課課長補佐 

 

 

第４ 議題 

諮問事項 

特殊切手「２０２５年日本国際博覧会（大阪・関西万博）（寄付金付）」

に付加された寄附金の配分団体等の認可【諮問第１２５７号】 
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開 会 

 

○事務局（坂平） 皆さん、お待たせいたしました。事務局の坂平です。本日は、お忙

しい中御出席いただきまして、誠にありがとうございます。現在、委員７名中５名の委

員に御出席いただいておりますので、定足数は満たしております。 

 それでは、定刻になりましたので、郵政行政分科会第９４回を開催いたします。 

 恐れ入りますが、佐々木分科会長におかれましては、議事の進行をよろしくお願いい

たします。 

○佐々木分科会長 はい、ありがとうございます。 

 それではただいまから、情報通信行政・郵政行政審議会郵政行政分科会第９４回を開

催いたします。 

 本日はウェブ審議を開催しており、委員７名中５名が出席されておりますので、定足

数を満たしております。ウェブ審議となりますので、皆様、御発言の際はマイク及びカ

メラをオンにし、お名前をおっしゃっていただいてから御発言をお願いいたします。 

 それでは、お手元の議事に従いまして、議事を進めてまいります。 

 本日の議題は、諮問事項１件でございます。 

 諮問第１２５７号「特殊切手「２０２５年日本国際博覧会（大阪・関西万博）（寄付

金）付」に付加された寄附金の配分団体等の認可」について、総務省から御説明をお願

いいたします。 

○折笠郵便課長 おはようございます。総務省郵便課の折笠でございます。よろしくお

願いいたします。 

 「特殊切手「２０２５年日本国際博覧会（大阪・関西万博）（寄付金付）」に付加さ

れた寄附金の配分団体等の認可」、諮問第１２５７号につきまして、資料９４－１に基

づいて御説明いたします。 

 最初に、資料の構成について御説明申し上げます。１ページが諮問書、２ページから

４ページまでが審査結果、５ページから８ページまでが日本郵便株式会社からの認可申

請書、９ページ以降が説明資料となっております。説明資料に基づいて御説明させてい

ただきます。 

 １０ページを御覧ください。まず、「第１ 制度概要」について御説明いたします。

本年３月にも令和６年の年賀葉書に係る寄附金の配分について御審議いただいたところ

でございますが、日本郵便株式会社は、「お年玉付郵便葉書等に関する法律」、略称で

「お年玉法」と呼ばれておりますけれども、これに基づきまして、下に枠囲いしており

ます①から⑩の各事業を行う団体の当該事業の実施に必要な費用に充てることを目的と

しまして、寄附金付郵便葉書等を発行することができるとされております。 

 また、枠囲いの下の部分になりますけれども、その際、日本郵便株式会社におきまし

ては、お年玉法の規定に基づきまして、寄附金を取りまとめた上で、配分団体及び配分

金の額を決定するとともに、使途の適正を確保するために配分団体が守らなければなら

ない事項、それから、配分金の使途についての監査に関する事項などを定めることとさ

れております。 

 「２ 総務大臣」の認可でございますけれども、これらの事項を定めるに当たりまし
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ては、総務大臣の認可を受けることとされております。 

 「３ 審議会への諮問等」でございますが、総務大臣はこの認可を行うに当たりまし

て、寄附目的に係る事業を所管する大臣に協議し、情報通信行政・郵政行政審議会に諮

問することとされております。 

 １１ページを御覧ください。こちらは今回の大阪・関西万博の特殊切手の発行に関す

る制度についてでございます。「令和七年に開催される国際博覧会の準備及び運営のた

めに必要な特別措置に関する法律」、略称、「大阪・関西万博特措法」でございますけ

れども、こちらの第２３条に基づきまして、日本郵便株式会社は、「公益社団法人

２０２５年日本国際博覧会協会」、略称、「博覧会協会」が調達する博覧会の準備及び

運営に必要な資金に充てることを寄附目的として寄附金付郵便葉書等を発行することが

可能とされております。 

 また、この場合につきましては、博覧会協会をお年玉法の配分対象団体とみなして、

お年玉法を適用することとされております。これを受けて発行された大阪・関西万博の

特殊切手に係る寄附金の配分につきましては、お年玉法に基づきまして、通常の寄附金

付郵便葉書等と同様の手続を取ることになります。 

 １５ページに飛びまして恐縮ですけれども、今回発行されました特殊切手の概要につ

いて、参考資料として掲載してございます。なお、同様の寄附金付郵便葉書、それから、

特殊切手につきましては、これまでも、例えば、「ラグビーワールドカップ２０１９」

や、「東京２０２０オリンピック・パラリンピック」の際にも発行されておりまして、

それぞれの組織委員会が行う事業の資金に充てられているところでございます。 

 また、１７ページ以降に今ほど申し上げました法律の関連条文がありますので、適宜、

御参照いただければと思います。 

 １１ページに戻っていただきまして、下段の部分に、寄附金の配分までの流れを記載

しているところでございます。本年５月１４日に日本郵便株式会社から寄附金配分団体

への公募を行いまして、６月下旬から７月頭までの間、申請を受け付けておりました。

その後、博覧会協会から提出された申請につきまして、日本郵便株式会社において審査

を行いまして、８月２８日付で５ページの認可申請書が総務省に提出されております。

この申請を受けまして、お年玉法の第１１条の規定に基づき、総務省から寄附目的に係

る事業を所管する大臣、本件で申し上げますと、経済産業大臣、それから国土交通大臣

になりますけれども、こちらに協議を行った上で、本日、諮問させていただいていると

ころでございます。なお、各大臣への協議におきましては、いずれも、意見なしという

回答をいただいております。そして、本件について答申をいただきました際には、総務

大臣が認可を行いまして、これを受けて、日本郵便株式会社から配分団体に対して通知

をするというのが一連の流れとなってまいります。 

 １２ページを御覧ください。「第２ 寄附金配分の審査について」ということで、認

可申請を行うに当たりまして、日本郵便株式会社において行った審査について御説明い

たします。 

 まず、「１ 配分申請に係る要件等」の「（１）配分団体の要件」についてでござい

ます。配分団体につきましては、大阪・関西万博特措法上、博覧会の準備及び運営の事

業を行う博覧会協会とされております。 
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 「（２）申請金額（上限）」につきましては、上限額なしとしております。その上で、

申請につきましては、次ページの参考３に記載の「スマートモビリティ万博 空飛ぶク

ルマ」に関するＰＲ事業の１件のみでございました。 

 続きまして、日本郵便株式会社が行った審査の方法についてです。「２ 審査方法」

のとおりでございますけれども、まず、必要な書類の有無や形式的な要件への適合につ

いて、日本郵便株式会社において形式審査を行った上で、社外の有識者からなる審査委

員会において配分審査を行っております。審査委員会におきましては、申請事業が博覧

会の準備及び運営に係るものであることや、費用の必要性等について審議を行っている

ところでございます。 

 資料が飛びまして恐縮ですが、１６ページを御覧ください。こちらは審査委員会の構

成員である社外有識者の一覧となります。上段の年賀寄附金審査委員会が、今回、寄附

金の配分審査を行った委員会となります。 

 １２ページに戻っていただきまして、このような審査を行った上で、日本郵便株式会

社から申請された配分内容等が、「第３ 会社からの申請内容」になってまいります。 

 まず、「１ 配分団体・配分金」でございますが、配分団体は博覧会協会でございま

す。また、配分金につきましては、約１,２０７万円となっております。 

 参考１といたしまして、寄附金額の内訳を示しております。今回、寄附金付郵便切手

として、８４円に寄附金の１０円を加えた形で販売しておりまして、合計で約１２１万

枚が販売されたところでございます。その寄附金額は約１,２１１万円となっておりま

す。 

 続いて参考２でございますけれども、寄附金額の合計約１,２１１万円から、後ほど

内訳を御説明いたしますが、②配分費用の約３万９ ,０００円を除きました約

１,２０７万円について配分を行いたいという申請内容になっております。 

 １３ページにいっていただきまして、「参考３ 事業内容について」でございます。

大阪・関西万博の未来社会ショーケース事業における「スマートモビリティ万博 空飛

ぶクルマ」に関するＰＲ事業を対象事業としてございます。 

 それから、日本郵便株式会社からの申請事項の２点目、「２ 配分団体が守られなけ

ればならない事項」といたしまして、配分金は、日本郵便株式会社が配分の決定をした

事業の実施計画以外の使途に使用しないこと。実施計画を変更する場合は、あらかじめ

日本郵便株式会社の承認を受けること。配分金とほかの資金を区分して経理すること等

が定められております。 

 詳細は６ページにございますけれども、今年の年賀寄附金の配分事業や、東京

２０２０オリンピック・パラリンピックやラグビーワールドカップ２０１９のときから、

特段の変更はございません。 

 「３ 配分金の使途」についての監査に関する事項でございますが、配分団体は日本

郵便株式会社の監査に応じる義務があることのほか、監査の実施時期でございますとか、

監査の実施方法について定めております。こちらも詳細は７ページにございますけれど

も、過去のものと同様となっております。 

 ２ページにお戻りいただきまして、今回の日本郵便株式会社からの申請につきまして、

お年玉法の規定に適合しているかを審査した審査結果がこちらになります。下段の表の
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それぞれの項目について、左側の欄に記載しております、お年玉法の規定内容に適合し

ているかどうかを審査しております。 

 まず１つ目といたしまして、寄附金の額から控除される費用の額、先ほどの参考２の

配分費用②となっていたものでございますけれども、この控除される費用の額が妥当で

あるかという点でございます。お年玉法第７条第２項におきましては、寄附金から控除

する経費として２つ定めております。１つがアの寄附金付郵便葉書等の発行、販売、寄

附金の取りまとめに必要な経費、もう１つがイの寄附金の管理、配分金の交付、監査に

要する経費となっております。また、このうち、イの寄附金の管理、交付、監査のため

の経費につきましては、お年玉法上、寄附金の額の１.５％に相当する額を限度とする

ことが定められているところでございまして、今回につきましては、右の欄の一番下の

注釈、※印のところにございますように、約１８万円が限度額となっております。その

上で、審査結果及び理由でございますが、提出があった費用の内訳について精査しまし

たところ、ア、イそれぞれの費用の額は適切に積算されていること。また、資料の右下

部分にございますように、イの部分に関しましては、実際に要した費用３万

６,４２２円が法定の限度額であります約１８万円を超えていないことから、控除され

る費用の額は妥当であるとして、審査結果を適としております。 

 ３ページにまいりまして、審査基準の２つ目でございます。寄附金の配分団体、配分

金額が適正に定められていることでございます。先ほど御説明申し上げましたように、

大阪・関西万博特措法上、配分団体は博覧会協会となっております。また、配分金額に

つきましては、博覧会協会から事業費の内訳等の提出を受け、その一部に充てるものと

いうことで、社外の有識者による審査委員会において認められたものであることから、

審査結果は適としております。 

 ３つ目の審査基準、配分金の使途の適正を確保するために配分団体が守らなければな

らない事項が定められていることでございますが、６ページ、認可申請書の別添１が提

出されておりまして、先ほど御説明申し上げましたとおり、必要な事項が定められてい

るということで適としております。 

 ４つ目でございますけれども、配分金の使途についての監査に関し必要な事項が定め

られていることにつきましても、７ページでございますが、認可申請書の別添２が提出

されておりまして、必要な事項が定められているということで適としております。 

 これらの審査結果から、２ページの審査結果の冒頭にありますとおり、日本郵便株式

会社からの認可申請書につきましては、大阪・関西万博特措法及びお年玉法の規定に適

合しているということで、認可することが適当であると考えております。 

 これを受けまして、１ページの諮問書のとおり、本件に関する日本郵便株式会社の申

請につきましては認可することとしたいということで諮問させていただくものでござい

ます。 

 駆け足で恐縮でございますが、説明は以上となります。御審議のほど、どうぞよろし

くお願いいたします。 

○佐々木分科会長 ありがとうございました。それでは、ただいまの説明について、御

意見、御質問がございましたら、チャット機能でお申し出ください。お願いいたします。 

 では、私からよろしいでしょうか。事前にもお伺いしましたが、監査について、



 6 

７ページに詳しく説明されておりますけど、監査については、こういったことに基づい

て、実際、実行的に行われるという理解でよろしいでしょうか。 

○折笠郵便課長 ありがとうございます。監査については、今おっしゃっていただきま

したように、７ページに定められている事項に基づきまして、事業の終了後に日本郵便

株式会社において適切に行うことになります。 

○佐々木分科会長 分かりました。ありがとうございます。 

 そのほかに、何か御意見、御質問等ございますでしょうか。 

 では、実積委員、お願いいたします。 

○実積委員 御説明ありがとうございます。質問ですけれども、今回の費用を「空飛ぶ

クルマ」の広報費用に使うというお話でしたが、新聞報道等を見る限り、「空飛ぶクル

マ」のプロジェクトがかなり縮小されたと伺っているのですが、それによって、必要経

費あるいは計画等の変更はされたのでしょうか。 

○折笠郵便課長 御質問ありがとうございます。細かな内訳まで把握しているものでは

ございませんが、様々見直しはありつつも、「空飛ぶクルマ」の事業が大阪・関西万博

の目玉の一つであることは変わらないと伺っておりまして、それにつきまして、来場し

ていただく方もしくは来場を考えている方も含めまして、適切にＰＲしていくための経

費ということで、このＰＲ事業自体は実施するものということで積算等もいただいて、

その内訳を確認して審査を行ったところでございます。 

○実積委員 計画変更の内容については、特に反映されていないということですか。 

○折笠郵便課長 ＰＲ事業自体につきましては、特段の変更はなかったものと承知して

おりまして、その意味で、特段、金額の修正もされておりません。 

○実積委員 了解しました。ありがとうございます。 

○佐々木分科会長 ありがとうございます。 

 そのほかにございますでしょうか。よろしいですか。 

 では、ほかに御意見等ございませんようでしたら、諮問第１２５７号につきましては、

諮問のとおり認可することが適当である旨、答申したいと思いますが、いかがでしょう

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○佐々木分科会長 ありがとうございます。それでは、案のとおり答申することといた

します。 

 以上で、本日の審議は終了しました。委員の皆様から、何かございますでしょうか。 

○佐々木分科会長 ほかに、事務局から何かございますでしょうか。 

○事務局（坂平） 事務局です。次回の郵政行政分科会につきましては、別途、連絡を

差し上げますので、よろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上です。 

○佐々木分科会長 ありがとうございます。 

 では、以上で本日の会議を終了いたします。皆様、ありがとうございました。 

 

閉 会 


